
令和２年12月25日

令和２年度学校基本調査（確定値）の公表について

文部科学省は、学校教育行政に必要な学校に関する基本的事項を明らかにすることを
目的として、標記調査を昭和２３年度より毎年実施しています。
今般、令和２年度の確定値をとりまとめたので、公表します。

１ 調査内容
（１）調査期日：令和２年５月１日現在
（２）調査対象：幼稚園，幼保連携型認定こども園，小学校，中学校，義務教育学校，高

等学校，中等教育学校，特別支援学校，大学，短期大学，高等専門学校，
専修学校及び各種学校並びに市町村教育委員会

（３）調査項目：学校数，在学者数，教員数，卒業者数，進学者数，就職者数等

２ 調査結果
主な結果は次頁以降の「令和２年度学校基本調査調査結果のポイント」のとおり。
なお，詳細集計表は「政府統計の総合窓口（e-Stat）」に掲載。
（https://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/NewList.do?tid=000001011528）

３ 今後の対応
都道府県を始め関係機関にお知らせするとともに、国及び地方における教育諸政策を

検討・立案するための基礎資料として活用を図る。

＜担当＞ 総合教育政策局調査企画課
課 長 岸 本 哲 哉
分析調査官 山 本 典 子
学校基本調査係長 大 瀬 寛 彰
電話：03－5253－4111（内線 2264、2265）



Ⅰ．学校数，在学者数，教員数

１．初等中等教育機関，専修学校・各種学校
(注)本項は8月25日に速報として公表済であり，その一部の数値について確報値に更新したものである。

＜ 在学者数等 ＞
　幼稚園は，107万８千人で，前年度より６万７千人減少。

　幼保連携型認定こども園は，75万９千人で，前年度より６万４千人増加し，過去最多。

　小学校は，630万1千人で，前年度より６万８千人減少し，過去最少。

　中学校は，321万1千人で，前年度より７千人減少し，過去最少。

　高等学校は，309万２千人で，前年度より７万６千人減少。

　中等教育学校は，３万２千人で，前年度より３百人増加。

　特別支援学校は，14万5千人で，前年度より４百人増加し，過去最多。

　専修学校は，66万１千人で，前年度より１千人増加。

　うち高等課程は，３万４千人で，前年度より１千人減少。

　各種学校は，10万５千人で，前年度より１万２千人減少し，過去最少。

＜ 教員数 ＞

表１　初等中等教育機関，専修学校・各種学校の学校数，在学者数，教員数

（注） 　(　　)は，前年度からの増減値である。

○ 教員全体に占める女性の割合は，幼保連携型認定こども園９４．８％（前年度より０．１ポイント上昇），
中学校４３．７％（前年度より０．２ポイント上昇），義務教育学校５３．５％（前年度より０．４ポイント上昇），
高等学校３２．５％（前年度より０．２ポイント上昇），中等教育学校３５．２％（前年度より０．５ポイント上昇），
特別支援学校６１．９％（前年度より０．３ポイント上昇）で過去最高。
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２．高等教育機関
(注)本項は8月25日に速報として公表済であり，その一部の数値について確報値に更新したものである。

＜ 在学者数 ＞

うち学部 262万４千人で，前年度より１万４千人増加し，過去最多。

うち大学院 25万５千人で，前年度と横ばい。

うち専攻科 １千人で，前年度とほぼ横ばい。

うち別科 ４千人で，前年度より１千人減少。

うちその他 ３万３千人で，前年度より１万６千人減少。

　大学学部の女子学生は，119万３千人で，前年度より１万人増加し，過去最多。

　また，学生全体に占める女子の割合は，４５．５％（前年度より０．１ポイント上昇）で過去最高。

　専門学校生徒数は，60万４千人で，前年度より７千人増加。

＜ 教員数 ＞
　大学全体の女性の教員数は，４万９千人（前年度より１千５百人増加）で過去最多。

表２　高等教育機関の学校数，在学者数，教員数

（注） 1 (　　)は，前年度からの増減値である。

2 「在学者数」には，学部学生・本科学生のほか，専攻科・別科の学生，科目等履修生等を含む。

3 「大学」のうち数については，在学者がいる学校数を計上している。

4 「うちその他」の学生とは，科目等履修生，聴講生及び研究生である。

5 「専門学校」とは，専修学校のうち専門課程を置く学校をいう。
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【参考】各学校段階ごとの在学者数の推移（図１）

（注） 1 　(　　)内の数値は，前年度からの増減値(単位：千人)である。

2 　特別支援学校は，平成18年度以前は盲学校，聾学校及び養護学校の計である。

3 　大学（学部・大学院）には，学部学生，大学院学生のほか，専攻科・別科の学生，科目等履修生等を含む。
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３．女性管理職

（注）

図２　女性管理職の割合

1 　「全体」には，幼稚園，小学校，中学校，高等学校，特別支援学校，短期大学，大学の他，幼保連携型認定こども園，
   義務教育学校，中等教育学校，高等専門学校の教員を含む。

2　　管理職数は，教員のうち校（園）長，副校（園）長，教頭，学長，副学長の数である。

○ 女性管理職の割合は，３０．１％（前年度より１．１ポイント上昇）となり，過去最高。
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Ⅱ．卒業後の状況

１．高等学校等卒業者

図３　高等教育機関への進学率

3 短期大学・専門学校の進学率は，（注）２　計算式の入学者部分にそれぞれの入学者を当てはめて算出。

高等専門学校４年進学率は，同部分に4年生の学生数を当てはめて算出。

4 □で囲んだ年度は，最高値である。

（注） 高等教育機関進学率
＝

18歳人口（３年前の中学校・義務教育学校卒業者及び中等教育学校前期課程修了者）

＝
大学（学部）の入学者

18歳人口（３年前の中学校・義務教育学校卒業者及び中等教育学校前期課程修了者）

大学（学部）・短期大学（本科）入学者，高等専門学校４年在学者及び専門学校入学者

○

○ 　高等教育機関（大学（学部）・短期大学（本科）入学者，高等専門学校４年在学者及び専門学校入
学者）への進学率は８３．５％で，前年度より０．７ポイント上昇し，過去最高。

　大学（学部）・短期大学（本科）進学率は５８．６％で，前年度より０．５ポイント上昇し，過去最高。
大学(学部)進学率は５４．４％で，前年度より０．７ポイント上昇し，過去最高。
専門学校進学率は２４．０％で，前年度より０．２ポイント上昇し，過去最高。

1

2 大学(学部)進学率

高等学校等：高等学校（全日制・定時制），中等教育学校後期課程卒業者（過年度卒を含む）。
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２．大学(学部)卒業者

○

○

表３　大学(学部)卒業後の状況 (単位：人,％)

（注） 1 「進学者」には,大学院研究科，大学学部,短期大学本科,大学・短期大学の専攻科・別科，専修学校，外国の学校へ入学した者を含む。

2 「就職者」には，自営業主等，無期雇用労働者，雇用契約期間が一年以上かつフルタイム勤務相当の有期雇用労働者

及び進学者のうち就職している者を含む。

なお，進学者のうち就職している者は，「進学者」，「就職者」にそれぞれ計上されているため、項目横計と卒業者は一致しない。

3  ｢左記以外の者｣とは,進学でも就職でもないことが明らかな者である(進学準備中の者,就職準備中の者,家事の手伝いなど)。

図４　大学(学部)卒業者の主な進路状況

（注） 1

2 □で囲んだ年度は，最高値である。
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　大学院等への進学率は，ゆるやかな上昇傾向にあったが，平成22年度（平成22年３月）をピーク
に，10年連続低下し，１１．３％(前年度より０．１ポイント低下)。

　卒業者に占める就職者の割合は，７７．７％(前年度より０．３ポイント低下)。
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(1.6) 44,182 (7.8)

(1.7) 39,854 (7.0)　　30年3月 565,436 66,830 (11.8) 436,156 (77.1)

64,627 (11.3)

4,242 (0.7)

3,940 (0.7)

就職者割合の最高値は，昭和37年３月の86.6％。

　　29年3月 567,763 67,734 (11.9) 432,333 (76.1) 9,313

446,082 (77.7)　　令和2年3月 573,947 40,809 (7.1)9,905 (1.7)

4,368

・・・ ・・・

・・・ ・・・ 9,603

・・・ ・・・

・・・

・・・ ・・・

8,684 (1.5)

　　28年3月 559,678 67,563 (12.1) 418,163 (74.7)

409,759　　27年3月 564,035 68,958 (12.2) (72.6) ・・・

8,899 (1.6) 68,484 (12.1)394,845 (69.8)

(1.6) (13.6)

357,088

375,957 (67.3)

87,174

88,007

(16.1)

(15.9)

(63.9) (15.5)86,566

有期雇用労働者
［雇用契約期間が
1ヵ月以上から1年

未満］(率)

臨時労働者(率)

・・・ (1.7)

・・・

　　25年3月 558,853 72,822

　　26年3月 565,573 71,387 (12.6)

(13.0)

・・・

・・・ ・・・

・・・ ・・・

不詳・死亡の者
(率)

一時的な仕事に就
いた者(率)

(1.6)

329,190 (60.8) ・・・

・・・ ・・・

　　24年3月 558,692 76,856 (13.8)

    23年3月 552,358 82,657 (15.0)

8,944　　平成22年3月 541,428 86,039 (15.9)

340,217 (61.6) 8,923

左記以外の者
(率)

区　　分 卒業者 進学者(率)
就職者

(卒業者に占める
就職者の割合)

臨床研修医
(率)

　　31年3月 572,639 65,355 (11.4) 446,882 (78.0) 9,851 (1.7) 38,232 (6.7)

5,935 (1.0) 2,849 (0.5) ・・・

11.8% 11.4%

11.3%

77.1%
78.0%

77.7%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

0

100

200

300

400

500

600

昭60.3 2.3 7.3 12.3 17.3 22.3 27.3 令2.3

進学者 就職者 進学率 就職者割合

（千人）

H22 15.9％
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３．修士課程修了者

表４　修士課程修了者の卒業後の状況 (単位：人,％)

（注） 1 「進学者」には,大学院研究科，大学学部,短期大学本科,大学・短期大学の専攻科・別科，専修学校，外国の学校へ入学した者を含む。

2 「就職者」には，自営業主等，無期雇用労働者，雇用契約期間が一年以上かつフルタイム勤務相当の有期雇用労働者

及び進学者のうち就職している者を含む。

なお，進学者のうち就職している者は，「進学者」，「就職者」にそれぞれ計上されているため、項目横計と修了者は一致しない。

3  ｢左記以外の者｣とは,進学でも就職でもないことが明らかな者である(進学準備中の者,就職準備中の者,家事の手伝いなど)。

（注）

図５　修士課程修了者の主な進路状況

864 (1.2)

921 (1.3)

・・・ (・・・)

(再掲)進学者のう
ち就職している者

226

182

228

217

203

207

225

227

212

226

288

954 (1.3)

1,133 (1.5)

965 (1.3)

有期雇用労働者
［雇用契約期間が

1ヵ月以上から1年未
満］(率)

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

(1.1) 211 (0.3)

(2.0)

1,288 (1.8)

842

不詳・死亡の者
(率)

2,281 (3.1)

2,121 (2.8)

1,692 (2.1)

1,565

・・・

一時的な仕事に就
いた者(率)

1,099 (1.5)

997 (1.3)

1,199・・・

・・・

(1.5)

1,270 (1.7)

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

(9.5)6,795

1,187 (1.7)

1,212 (1.7)

1,114 (1.6)

1,177 (1.6)

1,118 (1.6)

1,021

6,981 (9.5) 57,518

6,828 (9.6)　　30年3月 71,446 6,923 (9.7) 56,089 (78.5) -          

7,378 (10.0)-          　令和2年3月 73,813

　　29年3月 71,187 6,860 (9.6) 55,656 (78.2) -          

　　28年3月 71,016 6,976 (9.8) 55,046 (77.5) -          (1.4)

989 (1.4)

○

区分 修了者 進学者(率)
就職者

(修了者に占める
就職者の割合)

臨床研修医
左記以外の者

(率)

○

臨時労働者(率)

大学院等への進学率は，９．８％(前年度より０．３ポイント上昇)。

修了者に占める就職者の割合は，７７．９％（前年度より０．７ポイント低下。）

(11.4) ・・・

　　31年3月 73,169

　　26年3月

　　27年3月

-          9,048　　23年3月 74,680 8,508

71,301 7,360 (10.3)

54,188 (72.6)

-          平成22年3月 73,220 9,101 (12.4) 52,278 (71.4)

　　24年3月 78,711 8,123 (10.3) 57,659 (73.3)

　　25年3月 76,511 7,972

7,238 (9.8)

(78.6) -          6,842 (9.4)・・・

6,986 (9.8)

(10.5)

8,751 (12.0)

(12.1)

8,687 (11.9)

9,540

7,498

-          

57,467 (77.9)

□で囲んだ年度は，最高値である。

(12.5)

10,266 (13.0)

54,345 (76.2)

-          

-          

-          (10.4) 56,381 (73.7)

73,154 7,691 (10.5) 54,450 (74.4)

9.7% 9.5% 9.8%

78.5%
78.6% 77.9%
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20%

40%
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80%

100%

0

20

40
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100

昭60.3 2.3 7.3 12.3 17.3 22.3 27.3 令2.3

進学者 就職者 進学率 就職者割合

（千人）

H31 78.6％

H6 16.9％
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４．博士課程修了者

表５　博士課程修了者の卒業後の状況 (単位：人,％)

（注） 1 「進学者」には,大学院研究科，大学学部,短期大学本科,大学・短期大学の専攻科・別科，専修学校，外国の学校へ入学した者を含む。

2 「就職者」には，自営業主等，無期雇用労働者，雇用契約期間が一年以上かつフルタイム勤務相当の有期雇用労働者

及び進学者のうち就職している者を含む。

なお，進学者のうち就職している者は，「進学者」，「就職者」にそれぞれ計上されているため、項目横計と修了者は一致しない。

3  ｢左記以外の者｣とは,進学でも就職でもないことが明らかな者である(進学準備中の者,就職準備中の者,家事の手伝いなど)。

4 博士課程の「修了者」には，所定の修業年限以上在学し，所定の単位を修得した後，学位を取得せずに満期退学した者を含む。

図６　博士課程修了者の主な進路状況

（注）

修了者に占める就職者の割合は7年連続で上昇し，６９．８％(前年度より０．８ポイント上昇)となり，過去最高。

(5.3)

840 (5.4)

・・・ (・・・)
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－
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1,026 (6.5) 2,916 (18.5)

6

2,981 (19.0)833

(0.0)

(18.7)(0.0) 3,082

1

1

(7.7)

111 (0.7)

(0.0) 2,702 (17.3)

□で囲んだ年度は，最高値である。

(0.0)7 877 (5.7)

(69.0) 1,087　　31年3月 15,578 208 (1.3) 10,756

　　30年3月 15,658 10,603

(5.5)
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848

3

・・・ ・・・

・・・ ・・・
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・・・
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(18.0)
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有期雇用労働者
［雇用契約期間が

1ヵ月以上から1年未
満］(率)

臨時労働者(率)
不詳・死亡の者

(率)

就職者
(修了者に占める
就職者の割合)

○

区分 修了者 進学者(率)
臨床研修医

(率)
左記以外の者

(率)

(18.8)　　29年3月 257

3,171389

　　24年3月

(0.0)(2.5) 9,812

　　23年3月

(67.4) 1

（ － ） 2,93615,658

　　28年3月 15,773 240 (1.5) 10,628

・・・ ・・・

10,828

(2.4) 10,937 (67.3) 216,260 387

(63.9) 1

(17.3)2,682

2,967

195 (1.3) 10,832 (69.8)令和2年3月 15,522

225 (1.4)

　　25年3月 16,445 291 (1.8)
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R02 69.8％

8


